
平成 22 年度第１回評議会議事録 
日時：平成２２ 年９月４日（土）午後７時～  場所：新潟大学歯学部２階大会議室 
出席者：多和田、野村、福島、鈴木一、鈴木政、本間信、奥田、鮎川、有松、土屋、櫻井、野内、 

谷地田、岡田、小田、内藤、昆、大墨、山本、小池、本間正、佐藤定、 
鈴木宏、生田、 佐々木、石川、（出席者26名）（委任状44名、総数で半数を超えており成立を確認） 

議長:中山均総務理事 
 
1.会長挨拶 
2.平成 22 年度活動報告・計画 

【学術部】奥田学術部理事より報告があった 
１）平成 22 年度歯学部同窓会総会・学術講演会の開催 
日時：平成 22 年 4 月 24 日(土) 17：00～18：30 ：30-40 名出席 
会場：歯学部 2 階第１講義室 
講師：小野和宏教授 (新潟大学大学院医歯学総合研究科 口腔生命福祉学講座 口腔保健学分野) 
演題：新潟大学歯学部歯学科の教育改革とその成果 

−21世紀を生き抜く歯科医師の育成を目指して− 
2) 平成 22 年度新潟大学歯学部同窓会セミナーの開催 
第１弾：講演 
「MI を理念とした新しいう蝕治療ガイドライン」 
日時：平成 22 年 6 月 10 日 (木) 19:00~21:00 
会場：歯学部大会議室 
担当：新潟大学大学院医歯学総合研究科 口腔生命福祉学講座 口腔保健学分野 

     福島正義教授 
受講料：3000 円（当日徴収） 16 名参加 
第２弾：実習付きセミナー 
「実習！ 歯周外科を究める」 
日時：平成 22 年 11 月 20 日 (土) 14：00～16:30 

         平成 22 年 11 月 21 日 (日)  9：00～16:00 
定員：30 名限定 
会場：新潟大学歯学部 5 階学生実習室 
担当：新潟大学大学院医歯学総合研究科 歯周診断・再建学分野 

      奥田一博准教授ほか教室員 
受講料：60,000 円 （昼食代、テキスト代、実習費等を含む） 
第３弾：実習付きセミナー 
「そうだったのか！義歯補綴治療 －超高齢社会への対応‐」 
日時：平成 23 年 2 月 20 日 (日) 9:00～16:00 
定員：20 名（最大 30 名） 
会場：講義：医歯学総合病院（歯系）３階大会議室   実習：歯学部５階実習室 
担当：新潟大学大学院医歯学総合研究科 包括歯科補綴学分野 

      野村修一教授ほか教室員 
受講料：20,000 円 （昼食代、テキスト代、実習費等を含む） 
（ 平成 22 年度より特別な理由がない限り、受講料を返金しない予定である。 

ただし、代理出席は認める。） 



3) 全国歯科大学同窓・校友会学術連絡会への出席予定  去年より年１回に変更 
第 26回 平成 22年 7月 24，25日岩手医大主管 田中委員出席 

        ハンズオンセミナーの利点・欠点について討議された。 

第 27回 平成 23年 8月 20，21日愛知学院大主管 

第 28回 鹿児島大・長崎大予定  

第 29回 朝日大予定（検討中）   

4) 学術情報の発信：ＨＰを随時更新 http://www.dent.niigata-u.ac.jp/alumni/index.html 
 
 

【総務部】鈴木（政）副会長より報告があった 
各同窓会会議の運営 

 
【渉外部】鈴木（一）副会長より報告があった 
1) 歯学科 6 年生・口腔生命福祉学科４年生との交流会： 

同窓会説明会を兼ねて 10/1(金)19:00 から歯学部大会議室で開催予定 
2) 準会員への援助支出：運動会（6,000 円）、歯学祭（70,000 円）、ＳＣＲＰ（30,000 円）への援助を 

予定 
3) 同窓会入会式：卒業式午前中に入会式を行い、ネームプレートの贈呈・掲示を予定 
4) 卒業祝賀会・謝恩会への出席  
5) 卒業祝賀会における学生表彰（本業務は以後準会員・臨床研修医支援部へ移管する） 
6) 歯学科 41 期生・口腔生命福祉学科 4 期生ネームプレートの製作・設置 

歯学部玄関にあるネームプレートに年度（1983 年度分）の間違いがあり修正した。 
 

【広報・名簿部】野内広報・名簿部理事より報告があった 
1）同窓会誌広告料回収 
2）同窓会誌第 3１号の編集・発行(平成 23 年 3 月発行予定) 
3）歯学部ニュース｢同窓会だより｣への原稿投稿 
4）ホームページの更新 
5）メールマガジンの配布 
6）連絡先不明会員の調査の継続 
7)広告費 23 万円の回収が完了 
8)名簿増補版の発行 

 
【福利厚生部】谷地田福利厚生部理事より報告があった 

1）「同窓会のしおり」発行 
2）平成２２年度総会後の懇親会の開催 

   ４月２４日（土） 「海鮮屋葱ぼうず」 （新潟駅南） 参加者：２０名 
3）慶弔関係業務 
      慶事： 会員への結婚祝電 １例 

    弔事： 小川正孝先生（Ｄ３期生） 平成 22 年３月２５日 逝去 生花を奉献 
        俵谷康雄先生（Ｄ１１期生） 平成 22 年４月３日 逝去 生花を奉献 
                赤堀泰先生（Ｄ１６期生） 平成 22 年４月１９日 逝去 生花を奉献 

4) 歯学部ニュースの発送業務 
      平成 21 年度決算と平成 22 年度の予算作成 

http://www.dent.niigata-u.ac.jp/alumni/index.html�


   決算報告がなされ承認された。また予算案も承認された。 
5) 緊急代診医相談窓口の運営：緊急時代診医登録（受諾）会員の更新・募集 
6) 求人・求職支援事業の検討・運営 
7) 歯科医院継承支援事業の検討・運営 
 
【会計部】昆会計部理事より報告があった 
1) 同窓会収支の管理：木伏経理事務所に会費納入管理の委託、 

6/4 会費納入のお願い、振込依頼書発送 
2) 自動口座振替システムの管理と拡張 

 郵便自動引き落とし:登録者 232 名 

 銀行自動引き落とし:登録者 150 名  （7 月 30 日現在） 

 納入率（歯学科＋福祉学科）：45.6％（Ｈ21 年：45.2％ Ｈ20 年：41.6％） 
               直近では 53.3% 

3) 年度末の督促状発送 
 10 月督促状送付予定 

4)会期途中での収支の締め（試験的） 
  年度末のみでは負担が大きいため 
  9 月 2 日に開催予定 
  結果を見て次年度も実施するか検討する 
5)プール期間が終わった学年をはじめ、納入率が低い。改善策を継続して検討していく。 
 ただしプール期間が明けたからといって特別納入率が下がったということは現時点では 

なさそうとのこと。 
6)歯学部移転にともなって同窓会室が学内に確保できない場合、お金の保管等に問題が生じる 

可能性があり、今後の検討課題とした。 
   

【女性会員支援部】岡田女性会員支援部理事より報告があった 
  1) 女性会員向けメーリングリストの立ち上げ・運営（5 月 10 日より） 
      登録者 37 名（８月３１日時点） 

2) 研修登録医制度利用開始     
3)女性会員支援部オリジナルロゴ作成 

 
 

【準会員・臨床研修医支援部】有松準会員・臨床研修医支援部理事より報告があった 
 
   1)準会員（学生）への支援活動・・・部活動功労者の表彰 
   2)研修医への支援活動・・・研修医に向けて求人情報のアナウンス、求職活動への支援、アドバイス等 
   3)研修医支援塾（仮称）の活動開始・・・野内先生（２０期）高橋佳男先生（３６期） 

（水戸市今年春 開業）を講師として第 1 回の会を 10 月に行う予定。全体の内容は 
     後日 HP などにアップし出席できなかった研修医も情報を共有可能とする。 

女性会員支援のためにも適宜活用して良いという柔軟な対応を確認した。 
（講師の先生方への交通費、謝礼等が発生する） 
 

【三役】佐々木専務理事より報告があった 



1) 4月21日(水)開催の「国試合格体験談を聞く会」に出席 

2) 同窓会総会の開催：平成22 年4 月24 日(土)開催。今回は歯学会総会(４/17)とは分離開催 

新潟県支部総会 15：00～15：30 歯学部大会議室 
本部総会 15：30～16：50 歯学部大会議室 
学術講演会 17：00～18：30 歯学部第1 講義室 
懇親会 19：00～ 会場：新潟駅南｢海鮮屋葱ぼうず｣ 

3) 全学同窓会事業への参加  

   7月31日(土)開催の新潟大学と新潟大学全学同窓会の懇談会に出席  

4) 全歯懇(９月18 日：北海道医療大学当番校)、国歯協(９月19 日：北海道大学当番校)への参加 

5) 他大学同窓会設立周年記念事業への参加 

6) 会費８年以上未納会員のうち連絡先が判明している会員63 名へ同窓会誌第30 号を贈る 

7) 7月4日(日)開催の新潟大学歯学部同窓会石川県支部創立10周年、北陸支部創立30周年記念式典、講演

会、祝賀会に出席。  

8)歯学部より同窓会の国家試験支援事業が学部教育への干渉であるとの指摘を受け、同窓会は同事業か

ら撤退することとした。  

9)新潟日報旅行社より、先方の事情で同窓会福利厚生事業との連携が困難になったとの連絡を受け、同

事業は今年度いっぱいで終了することになった。  

 
３．協議題 

1)他大学卒業研修医の賛助会員勧誘の件 
賛助会員制度の策定当時には臨床研修医を対象から外した（短期間しか在学しない可能性が高いため） 
経緯があるが、同窓会求人・求職支援事業、研修医支援に際してサービスを受けたい他大学出身研修医 
は賛助会員登録を前提とするかどうか、協議した。基本的には研修医も賛助会員の対象とし、 
実際の運用についてはしばらく様子をみて継続して協議することとした。 

 
2)来年の全学同窓会主催の講演会の講師について 
  来年は歯学部同窓会が主催 適任の講師を検討中(9 月末を目処に選定する予定) 
3)国歯協に提案する各同窓会の連携した求人・求職支援事業について 
  9 月 19 日の国歯協で検討される予定 
4)同窓会室の学外一時移転の件 
  工事時期が確定した時点で、早急に外部に部屋を探す予定。引越し費用、家賃、光熱費等の出費が生

じる。初年度 200 万円、それ以降 120 万円／年程度を想定している。準備積立金特別会計の通帳に 2
年間程度で初年度に必要な分を積み立てていく。 

5)県内の歯科衛生士養成校の学生勧誘チラシの歯科医院待合室への掲示のお願いについて 
  承認された 
6)その他  
・求人・求職支援事業について、求人・求職とも出身大学を明記する項目を新たに作ることとした。 
 福利厚生部が担当。  



・全学同窓会理事会で審議された各学部新入生から 1 万円の会費を徴収する案件について協議した。 
現時点では実行している学部もなく、歯学部同窓会としては賛同しない旨が承認された。 

・学術講演など、学外に開放しているものなどにおいて、賛助会員の勧誘案内をおこなっていく 
こととした。 


